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(57)【要約】
【課題】状況に応じた映像変換制御に優れた映像変換装
置を提供すること。
【解決手段】実施形態の映像変換装置は、３Ｄ変換指示
手段と、判定手段と、変換手段とを備える。前記３Ｄ変
換指示手段は、入力映像を３Ｄ映像へ変換するための３
Ｄ変換を指示する。前記判定手段は、前記入力映像の種
別に基づき、前記３Ｄ変換の指示の有効又は無効を判定
する。前記変換手段は、前記３Ｄ変換の指示の有効判定
に基づき、前記３Ｄ変換の指示に対応して前記入力映像
を前記３Ｄ映像へ変換する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力映像を３Ｄ映像へ変換するための３Ｄ変換を指示する３Ｄ変換指示手段と、
　前記入力映像が非販売用の２Ｄ映像形式であることを検出した場合、前記３Ｄ変換の指
示に対応して前記入力映像を前記３Ｄ映像へ変換する変換手段と、
　前記非販売用の前記入力映像から変換された前記３Ｄ映像を記録するように制御する記
録制御手段と、
　を備えた映像変換装置。
【請求項２】
　前記変換手段は、前記入力映像が販売用の２Ｄ映像形式であることを検出した場合、前
記３Ｄ変換の指示に対応して前記入力映像を前記３Ｄ映像へ変換し、
　前記記録制御手段は、前記販売用の前記入力映像から変換された前記３Ｄ映像の記録を
指示しない請求項１に記載の映像変換装置。
【請求項３】
　前記非販売用の前記入力映像から変換された前記３Ｄ映像、又は前記販売用の前記入力
映像から変換された前記３Ｄ映像を出力する出力手段を備えた請求項１又は２に記載の映
像変換装置。
【請求項４】
　入力映像を２Ｄ映像へ変換するための２Ｄ変換を指示する２Ｄ変換指示手段と、
　前記入力映像が非販売用の３Ｄ映像形式であることを検出した場合、前記２Ｄ変換の指
示に対応して前記入力映像を前記２Ｄ映像へ変換する変換手段と、
　前記非販売用の前記入力映像から変換された前記２Ｄ映像を記録するように制御する記
録制御手段と、
　を備えた映像変換装置。
【請求項５】
　前記変換手段は、前記入力映像が販売用の３Ｄ映像形式であることを検出した場合、前
記２Ｄ変換の指示に対応して前記入力映像を前記２Ｄ映像へ変換し、
　前記記録制御手段は、前記販売用の前記入力映像から変換された前記２Ｄ映像の記録を
指示しない請求項４に記載の映像変換装置。
【請求項６】
　前記非販売用の前記入力映像から変換された前記２Ｄ映像、又は前記販売用の前記入力
映像から変換された前記２Ｄ映像を出力する出力手段を備えた請求項４又は５に記載の映
像変換装置。
【請求項７】
　入力映像が非販売用の２Ｄ映像形式であることを検出した場合、前記入力映像を３Ｄ映
像へ変換するための３Ｄ変換の指示に対応して前記入力映像を前記３Ｄ映像へ変換し、
　前記非販売用の前記入力映像から変換された前記３Ｄ映像を記録するように制御する映
像変換方法。
【請求項８】
　前記入力映像が販売用の２Ｄ映像形式であることを検出した場合、前記３Ｄ変換の指示
に対応して前記入力映像を前記３Ｄ映像へ変換し、
　前記販売用の前記入力映像から変換された前記３Ｄ映像の記録を指示しない請求項７に
記載の映像変換方法。
【請求項９】
　入力映像が非販売用の３Ｄ映像形式であることを検出した場合、前記入力映像を２Ｄ映
像へ変換するための２Ｄ変換の指示に対応して前記入力映像を前記２Ｄ映像へ変換し、
　前記非販売用の前記入力映像から変換された前記２Ｄ映像を記録するように制御する映
像変換方法。
【請求項１０】
　前記入力映像が販売用の３Ｄ映像形式であることを検出した場合、前記２Ｄ変換の指示
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に対応して前記入力映像を前記２Ｄ映像へ変換し、
　前記販売用の前記入力映像から変換された前記２Ｄ映像の記録を指示しない請求項９に
記載の映像変換方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、２Ｄ映像（2-dimensional image）を３Ｄ映像（3-dimensional i
mage）へ変換する映像変換装置及び映像変換方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、３Ｄ映像を表示可能なテレビ（以下、３Ｄテレビ）が本格的に登場しようとして
いる。これまでに、３Ｄ映像を表示するための様々な技術が開示され、実用化されている
が、３Ｄ映像の明るさ及び解像度などが、２Ｄ映像の明るさ及び解像度と比べて劣ってい
たことから、これまでは３Ｄテレビはそれほど普及していない。
【０００３】
　しかし、近年では、ＢＤ（Blu-ray）（登録商標）のような大容量光ディスクの登場、
及びフルＨＤテレビの普及により、フレームシーケンシャル方式などによる高画質な３Ｄ
映像の再生が可能になっている。
【０００４】
　従って、今後は３Ｄテレビが飛躍的に普及することが考えられる。ところが、未だ３Ｄ
映像コンテンツが少ない。このような背景の下、２Ｄ映像コンテンツを３Ｄ映像コンテン
ツに変換し、変換された３Ｄ映像コンテンツに基づき擬似３Ｄ映像を生成する技術(２Ｄ
－３Ｄ変換技術)が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００６－１２１５５３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上記したように、２Ｄ－３Ｄ変換技術が開示され、２Ｄ－３Ｄ変換機能を搭載したテレ
ビも提案されているが、テレビには様々な再生装置が接続されることが考えられ、テレビ
には様々な種類の映像コンテンツが入力されることが考えられる。
【０００７】
　これまでに、入力映像コンテンツに応じて２Ｄ－３Ｄ変換を制御する技術は開示されて
いない。また、ユーザは、常に変換映像（例えば３Ｄ映像）を視聴したいとは考えず、状
況に応じてオリジナル映像（例えば２Ｄ映像）を視聴したいこともある。これまでに、状
況に応じて２Ｄ－３Ｄ変換を制御する技術は開示されていない。
【０００８】
　本発明の目的は、状況に応じた映像変換制御に優れた映像変換装置及び映像変換方法を
提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　実施形態の映像変換装置は、３Ｄ変換指示手段と、判定手段と、変換手段とを備える。
前記３Ｄ変換指示手段は、入力映像を３Ｄ映像へ変換するための３Ｄ変換を指示する。前
記判定手段は、前記入力映像の種別に基づき、前記３Ｄ変換の指示の有効又は無効を判定
する。前記変換手段は、前記３Ｄ変換の指示の有効判定に基づき、前記３Ｄ変換の指示に
対応して前記入力映像を前記３Ｄ映像へ変換する。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
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【図１】第１～第３の実施形態で共通の映像表示システムの一例を示すブロック図である
。
【図２】図１に示す映像表示装置に対応したリモートコントローラの一例を示す図である
。
【図３】図１に示す映像再生装置に対応したリモートコントローラの一例を示す図である
。
【図４】第１の実施形態で説明する第１～第４の映像変換制御の一例を示す図である。
【図５】第１の実施形態で説明する第１～第４の映像変換制御の一例を示すフローチャー
トである。
【図６】第２の実施形態で説明する第５、第６の映像変換制御及び第１、第２の記録制御
の一例を示す図である。
【図７】第２の実施形態で説明する第５、第６の映像変換制御及び第１、第２の記録制御
の一例を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、図面を参照し、第１～第３の実施形態について説明する。
【００１２】
　図１は、第１～第３の実施形態で共通の映像表示システムの一例を示すブロック図であ
る。図１に示すように、映像表示システムは、映像表示装置１及び映像再生装置２等によ
り構成される。映像表示装置１は、例えばデジタルテレビジョン受信装置である。一方の
映像再生装置２は、例えばＤＶＤプレイヤー、ＢＤプレイヤー、又はセットトップボック
スである。
【００１３】
　映像表示装置１は、コントローラ１１、インターフェース１２、映像処理モジュール１
３、入力部１４、信号受信部１５、インターフェース１６、蓄積デバイス１７、チューナ
ー１８、液晶パネル１９を備えている。一方の映像再生装置２は、コントローラ２１、イ
ンターフェース２２、映像処理モジュール２３、入力部２４、信号受信部２５、インター
フェース２６、蓄積デバイス２７、チューナー２８を備えている。蓄積デバイス１７、２
７は、例えばＤＶＤ、ＢＤ、ＨＤＤ等である。
【００１４】
　映像表示装置１は、インターフェース１２を介して、映像再生装置２（つまりインター
フェース２２）と接続可能に構成されている。言い換えれば、映像再生装置２は、インタ
ーフェース２２を介して、映像表示装置１（つまりインターフェース１２）と接続可能に
構成されている。
【００１５】
　インターフェース１２、２２は、双方向通信手段であり、例えばＨＤＭＩ（High-Defin
ition Multimedia Interface）（登録商標）規格に準拠したインターフェースである。映
像再生装置２は、インターフェース２２を介して、映像表示装置１に対して映像信号及び
オーディオ信号を送信することができ、映像表示装置１は、インターフェース１２を介し
て、映像再生装置２から送信された映像信号及びオーディオ信号を受信することができる
。さらに、ＨＤＭＩ規格は、ＨＤＭＩ－ＣＥＣ（Consumer Electronics Control）規格を
定めている。インターフェース１２、２２のＨＤＭＩ－ＣＥＣ機能により、映像再生装置
２のコントローラ２１は、インターフェース２２を介して、映像表示装置１に対して制御
信号を送信することができ、映像表示装置１は、インターフェース１２を介して、映像再
生装置２から送信された制御信号を受信することができ、映像表示装置１のコントローラ
１１は、受信した制御信号に基づき各種動作を制御することができる。
【００１６】
　上記したように、インターフェース１２、２２は、制御信号の送受信可能に構成されて
いる。これにより、インターフェース１２、２２を介して映像表示装置１と映像再生装置
２とが接続されると、映像表示装置１のコントローラ１１は、インターフェース１２、２



(5) JP 2012-23786 A 2012.2.2

10

20

30

40

50

２を介して、映像再生装置２に対して映像処理モジュール１３の処理能力を通知し、また
、映像再生装置２のコントローラ２１は、インターフェース１２、２２を介して、映像処
理モジュール２３の処理能力を通知することができる。
【００１７】
　つまり、インターフェース１２、２２を介して映像表示装置１と映像再生装置２とが接
続されると、映像表示装置１のコントローラ１１は、映像再生装置２の接続を検出すると
ともに、映像処理モジュール２３の処理能力も検出することができ、また、映像再生装置
２のコントローラ２１は、映像表示装置１の接続を検出するとともに、映像処理モジュー
ル１３の処理能力も検出することができる。
【００１８】
　入力部１４は、３Ｄ変換キー（２Ｄ→３Ｄ変換キー）１４１、２Ｄ変換キー（３Ｄ→２
Ｄ変換キー）１４２などの複数キーを備える。３Ｄ変換キー１４１は、入力映像を３Ｄ映
像へ変換する３Ｄ変換を指示するためのキーである。２Ｄ変換キー１４２は、入力映像を
２Ｄ映像へ変換する２Ｄ変換を指示するためのキーである。信号受信部１５は、図２に示
すリモートコントローラ１５０からの信号を受信する。図２に示すように、リモートコン
トローラ１５０は、３Ｄ変換キー（２Ｄ→３Ｄ変換キー）１５１、２Ｄ変換キー（３Ｄ→
２Ｄ変換キー）１５２などの複数キーを備える。３Ｄ変換キー１５１は、３Ｄ変換キー１
４１と実質的に同一であり、その機能説明は省略する。２Ｄ変換キー１５２も、２Ｄ変換
キー１４２と実質的に同一であり、その機能説明は省略する。
【００１９】
　なお、３Ｄ変換キー１４１と２Ｄ変換キー１４２との替わりに、例えば１つの２Ｄ／３
Ｄ変換キーを設けるようにしてもよい。例えば、この２Ｄ／３Ｄ変換キーが１回押下され
ると、２Ｄ／３Ｄ変換キーは、入力映像を３Ｄ映像へ変換する３Ｄ変換を指示し、この２
Ｄ／３Ｄ変換キーが連続して２回押下されると、２Ｄ／３Ｄ変換キーは、入力映像を２Ｄ
映像へ変換する２Ｄ変換を指示する。
【００２０】
　同様に、入力部２４は、３Ｄ変換キー（２Ｄ→３Ｄ変換キー）２４１、２Ｄ変換キー（
３Ｄ→２Ｄ変換キー）２４２などの複数キーを備える。信号受信部２５は、図３に示すリ
モートコントローラ２５０からの信号を受信する。図３に示すように、リモートコントロ
ーラ２５０は、３Ｄ変換キー（２Ｄ→３Ｄ変換キー）２５１、２Ｄ変換キー（３Ｄ→２Ｄ
変換キー）２５２などの複数キーを備える。さらに、３Ｄ変換キー２４１と２Ｄ変換キー
２４２との替わりに、例えば１つの２Ｄ／３Ｄ変換キーを設けるようにしてもよい。
【００２１】
　映像処理モジュール２３は、３Ｄ変換処理モジュール２３１、２Ｄ変換処理モジュール
２３２、案内情報出力モジュール２３３を備えている。３Ｄ変換処理モジュール２３１は
、蓄積デバイス２７又はチューナー２８からのオリジナル映像信号（２Ｄ映像信号）を３
Ｄ映像信号に変換して出力する。つまり、３Ｄ変換処理モジュール２３１は、インターフ
ェース２６を介して入力されるオリジナル映像信号（２Ｄ映像信号）を３Ｄ映像信号に変
換して出力する。
【００２２】
　２Ｄ変換処理モジュール２３２は、蓄積デバイス２７又はチューナー２８からのオリジ
ナル映像信号（３Ｄ映像信号）を２Ｄ映像信号に変換して出力する。つまり、２Ｄ変換処
理モジュール２３２は、インターフェース２６を介して入力されるオリジナル映像信号（
３Ｄ映像信号）を２Ｄ映像信号に変換して出力する。案内情報出力モジュール２３３は、
各種案内情報に対応した案内映像信号を出力する。
【００２３】
　なお、映像処理モジュール２３は、上記したように、２Ｄ変換された２Ｄ映像信号又は
３Ｄ変換された３Ｄ変換信号を出力することもできるし、オリジナル映像信号（２Ｄ映像
信号又は３Ｄ映像信号）をそのまま出力することもできる。
【００２４】
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　インターフェース２２は、映像処理モジュール２３から出力される２Ｄ映像信号、３Ｄ
映像信号、又は案内映像信号を出力することができる。又は、インターフェース２２は、
２Ｄ映像信号と案内映像信号とを合成した２Ｄ合成映像信号、又は３Ｄ映像信号と案内映
像信号とを合成した３Ｄ合成映像信号を出力することができる。又は、インターフェース
２２は、オリジナル映像信号（２Ｄ映像信号又は３Ｄ映像信号）を出力する。
【００２５】
　インターフェース１２は、上記した２Ｄ映像信号、３Ｄ映像信号、又は案内映像信号を
入力することができる。又は、インターフェース１２は、上記した２Ｄ合成映像信号、又
は３Ｄ合成映像信号を入力することができる。又は、インターフェース１２は、オリジナ
ル映像信号（２Ｄ映像信号又は３Ｄ映像信号）を入力することができる。
【００２６】
　映像処理モジュール１３は、３Ｄ変換処理モジュール１３１、２Ｄ変換処理モジュール
１３２、案内情報出力モジュール１３３を備えている。３Ｄ変換処理モジュール１３１は
、インターフェース１２又はチューナー１８を介して入力された入力映像信号（２Ｄ映像
信号又は２Ｄ合成映像信号）を３Ｄ映像信号に変換して出力する。２Ｄ変換処理モジュー
ル１３２は、インターフェース１２又はチューナー１８を介して入力された入力映像信号
（３Ｄ映像信号又は３Ｄ合成映像信号）を２Ｄ映像信号に変換して出力する。案内情報出
力モジュール１３３は、各種案内情報に対応した案内映像信号を出力する。
【００２７】
　液晶パネル１９は、映像処理モジュール１３から出力される２Ｄ映像信号及び案内映像
信号のうちの少なくとも一つの映像信号に基づき映像を表示する。例えば、映像処理モジ
ュール１３が、２Ｄ映像信号及び案内映像信号を合成して２Ｄ合成映像信号を出力する場
合、液晶パネル１９は、２Ｄ映像信号に対応した２Ｄ映像を表示するとともに、表示され
た２Ｄ映像上に重ねて案内映像信号に対応した案内映像を表示することができる。
【００２８】
　又は、液晶パネル１９は、映像処理モジュール１３から出力される３Ｄ映像信号及び案
内映像信号のうちの少なくとも一つの映像信号に基づき映像を表示する。例えば、映像処
理モジュール１３が、３Ｄ映像信号及び案内映像信号を合成して３Ｄ合成映像信号を出力
する場合、液晶パネル１９は、３Ｄ映像信号に対応した３Ｄ映像を表示するとともに、表
示された３Ｄ映像上に重ねて案内映像信号に対応した案内映像を表示することができる。
【００２９】
　なお、３Ｄ変換処理モジュール１３１、２３１における３Ｄ変換処理、及び２Ｄ変換処
理モジュール１３２、２３２における２Ｄ変換処理には、例えば、特開２００６－１２１
５５３号公報に開示された２Ｄ変換処理及び３Ｄ変換処理を適用することができる。
【００３０】
　次に、映像表示装置１による映像変換制御について説明する。
【００３１】
　上記したように、映像表示装置１の入力部１４は、３Ｄ変換キー（２Ｄ→３Ｄ変換キー
）１４１、２Ｄ変換キー（３Ｄ→２Ｄ変換キー）１４２を備える。３Ｄ映像の表示を希望
するユーザは、例えば、３Ｄ変換キー１４１を押下する。３Ｄ変換キー１４１の押下に対
応して、入力部１４は、コントローラ１１に対して３Ｄ変換を指示する。コントローラ１
１は、各種条件に基づき、３Ｄ変換の指示の有効又は無効を判定し、有効判定の場合に映
像処理モジュール１３に対して３Ｄ変換を指示する。
【００３２】
　３Ｄメガネを使用したくないなどの理由で、２Ｄ映像の表示を希望するユーザは、例え
ば、２Ｄ変換キー１４２を押下する。２Ｄ変換キー１４２の押下に対応して、入力部１４
は、コントローラ１１に対して２Ｄ変換を指示する。コントローラ１１は、各種条件に基
づき、２Ｄ変換の指示の有効又は無効を判定し、有効判定の場合に映像処理モジュール１
３に対して２Ｄ変換を指示する。
【００３３】
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　例えば、コントローラ１１は、映像処理モジュール１３に対して入力される入力映像信
号の種別及び映像再生装置２の映像変換能力の少なくとも一方に基づき、３Ｄ変換の指示
の有効又は無効を判定し、また、２Ｄ変換の指示の有効又は無効を判定する（図４、図５
参照）。以下、詳細に説明する。
【００３４】
　（第１の実施形態）
　（１）映像表示装置１の３Ｄ変換キー１４１により３Ｄ変換が指示された場合（ＳＴ１
０１、ＹＥＳ）の第１の映像変換制御は、以下の通りである。
【００３５】
　コントローラ１１が、映像処理モジュール１３に対して入力される入力映像信号が２Ｄ
映像信号（２Ｄ映像形式）であることを検出した場合には（ＳＴ１１１、ＹＥＳ）、３Ｄ
変換の指示を有効と判定し、映像処理モジュール１３に対して３Ｄ変換を指示する。これ
により、映像処理モジュール１３の３Ｄ変換処理モジュール１３１は、入力映像信号を３
Ｄ映像信号に変換して出力し（ＳＴ１１４）、液晶パネル１９は、変換された３Ｄ映像信
号に基づく３Ｄ映像を表示する（ＳＴ１１５）。つまり、コントローラ１１は、ソース映
像が２Ｄコンテンツに該当することを検出した場合には、３Ｄ変換の指示を有効と判定す
る。
【００３６】
　コントローラ１１が、映像処理モジュール１３に対して入力される入力映像信号が３Ｄ
映像信号（３Ｄ映像形式）であることを検出した場合には（ＳＴ１２１、ＹＥＳ）、３Ｄ
変換の指示を無効と判定し、映像処理モジュール１３に対して３Ｄ変換を指示しない。こ
れにより、映像処理モジュール１３の３Ｄ変換処理モジュール１３１は、入力映像信号を
３Ｄ映像信号に変換しない。よって、映像処理モジュール１３は、入力映像信号をそのま
ま出力し、液晶パネル１９は、入力映像信号に基づく映像を表示する（ＳＴ１２５）。つ
まり、コントローラ１１は、ソース映像が３Ｄコンテンツに該当することを検出した場合
には、３Ｄ変換の指示を無効と判定する。この場合、コントローラ１１は、入力映像信号
が３Ｄ映像信号であるため、３Ｄ変換の指示をキャンセルし、入力映像信号をそのまま表
示することを示す案内情報の出力するように制御することもできる。
【００３７】
　（２）映像表示装置１の３Ｄ変換キー１４１により３Ｄ変換が指示された場合（ＳＴ１
０１、ＹＥＳ）の第２の映像変換制御は、以下の通りである。
【００３８】
　コントローラ１１が、映像処理モジュール１３に対して入力される入力映像信号が２Ｄ
映像信号（２Ｄ映像形式）であることを検出し（ＳＴ１１１、ＹＥＳ）、さらに、映像再
生装置２の３Ｄ変換処理モジュール２３１による３Ｄ変換処理が設定されていることを検
出した場合には（ＳＴ１１２、ＹＥＳ）、コントローラ１１は、映像再生装置２（入力映
像信号の供給元の装置）に対して、インターフェース１２を介して、３Ｄ変換処理の停止
（キャンセル）を指示し（ＳＴ１１３）、さらに、３Ｄ変換の指示を有効と判定し、映像
処理モジュール１３に対して３Ｄ変換を指示する。
【００３９】
　又は、コントローラ１１が、映像処理モジュール１３に対して入力される入力映像信号
が３Ｄ映像信号（３Ｄ映像形式）であることを検出し、しかもその３Ｄ映像信号が映像再
生装置２の３Ｄ変換処理モジュール２３１により３Ｄ変換された映像信号であることを検
出した場合には、コントローラ１１は、映像再生装置２（入力映像信号の供給元の装置）
に対して、インターフェース１２を介して、３Ｄ変換処理の停止（キャンセル）を指示し
、さらに、３Ｄ変換の指示を有効と判定し、映像処理モジュール１３に対して３Ｄ変換を
指示する。
【００４０】
　映像再生装置２のコントローラ２１は、インターフェース２２を介して、キャンセルの
指示を受信し、３Ｄ変換処理モジュール２３１に対して３Ｄ変換処理のキャンセルを指示
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する。これに対応して、映像処理モジュール２３は、オリジナル映像信号（２Ｄ映像信号
）を出力する。つまり、映像表示装置１は、インターフェース１２を介して、オリジナル
映像信号（２Ｄ映像信号）を受信し、映像処理モジュール１３は、オリジナル映像信号（
２Ｄ映像信号）を受信することができる。また、映像処理モジュール１３は、コントロー
ラ１１からの３Ｄ変換の指示を受けており、３Ｄ変換処理モジュール１３１は、オリジナ
ル映像信号（２Ｄ映像信号）を３Ｄ映像信号に変換して出力し（ＳＴ１１４）、液晶パネ
ル１９は、変換された３Ｄ映像信号に基づく３Ｄ映像を表示する（ＳＴ１１５）。
【００４１】
　また、コントローラ１１が、映像処理モジュール１３に対して入力される入力映像信号
が３Ｄ映像信号（３Ｄ映像形式）であることを検出し（ＳＴ１２１、ＹＥＳ）、さらに、
映像再生装置２の２Ｄ変換処理モジュール２３２による２Ｄ変換処理が設定されているこ
とを検出した場合には（ＳＴ１２２、ＹＥＳ）、コントローラ１１は、映像再生装置２（
入力映像信号の供給元の装置）に対して、インターフェース１２を介して、２Ｄ変換処理
の停止（キャンセル）を指示し（ＳＴ１２３）、さらに、３Ｄ変換の指示を無効と判定し
、映像処理モジュール１３に対して３Ｄ変換を指示しない。
【００４２】
　又は、コントローラ１１が、映像処理モジュール１３に対して入力される入力映像信号
が２Ｄ映像信号（２Ｄ映像形式）であることを検出し、しかもその２Ｄ映像信号が映像再
生装置２の２Ｄ変換処理モジュール２３２により２Ｄ変換された映像信号であることを検
出した場合には、コントローラ１１は、映像再生装置２（入力映像信号の供給元の装置）
に対して、インターフェース１２を介して、２Ｄ変換処理の停止（キャンセル）を指示し
、さらに、３Ｄ変換の指示を無効と判定し、映像処理モジュール１３に対して３Ｄ変換を
指示しない。
【００４３】
　映像再生装置２のコントローラ２１は、インターフェース２２を介して、キャンセルの
指示を受信し、２Ｄ変換処理モジュール２３２に対して２Ｄ変換処理のキャンセルを指示
する。これに対応して、映像処理モジュール２３は、オリジナル映像信号（３Ｄ映像信号
）を出力する。つまり、映像表示装置１は、インターフェース１２を介して、オリジナル
映像信号（３Ｄ映像信号）を受信し、映像処理モジュール１３は、オリジナル映像信号（
３Ｄ映像信号）を受信することができる。また、映像処理モジュール１３は、コントロー
ラ１１からの３Ｄ変換の指示を受けていないため、映像処理モジュール１３は、入力映像
信号をそのまま出力し、液晶パネル１９は、入力映像信号に基づく映像を表示する（ＳＴ
１２５）。この場合、コントローラ１１は、入力映像信号が３Ｄ映像信号であるために、
３Ｄ変換の指示をキャンセルし、入力映像信号をそのまま表示することを示す案内情報を
出力するように制御することもできる。
【００４４】
　（３）映像表示装置１の２Ｄ変換キー１４２により２Ｄ変換が指示された場合（ＳＴ１
０２、ＹＥＳ）の第３の映像変換制御は、以下の通りである。
【００４５】
　コントローラ１１が、映像処理モジュール１３に対して入力される入力映像信号が３Ｄ
映像信号（３Ｄ映像形式）であることを検出した場合には（ＳＴ１３１、ＹＥＳ）、２Ｄ
変換の指示を有効と判定し、映像処理モジュール１３に対して２Ｄ変換を指示する。これ
により、映像処理モジュール１３の２Ｄ変換処理モジュール１３２は、入力映像信号を２
Ｄ映像信号に変換して出力し（ＳＴ１３４）、液晶パネル１９は、変換された２Ｄ映像信
号に基づく２Ｄ映像を表示する（ＳＴ１３５）。つまり、コントローラ１１は、ソース映
像が３Ｄコンテンツに該当することを検出した場合には、２Ｄ変換の指示を有効と判定す
る。
【００４６】
　コントローラ１１が、映像処理モジュール１３に対して入力される入力映像信号が２Ｄ
映像信号（２Ｄ映像形式）であることを検出した場合には（ＳＴ１４１、ＹＥＳ）、２Ｄ
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変換の指示を無効と判定し、映像処理モジュール１３に対して２Ｄ変換を指示しない。こ
れにより、映像処理モジュール１３の２Ｄ変換処理モジュール１３２は、入力映像信号を
２Ｄ映像信号に変換しない。よって、映像処理モジュール１３は、入力映像信号をそのま
ま出力し、液晶パネル１９は、入力映像信号に基づく映像を表示する（ＳＴ１４５）。つ
まり、コントローラ１１は、ソース映像が２Ｄコンテンツに該当することを検出した場合
には、２Ｄ変換の指示を無効と判定する。この場合、コントローラ１１は、入力映像信号
が２Ｄ映像信号であるため、２Ｄ変換の指示をキャンセルし、入力映像信号をそのまま表
示することを示す案内情報の出力するように制御することもできる。
【００４７】
　（４）映像表示装置１の２Ｄ変換キー１４２により２Ｄ変換が指示された場合（ＳＴ１
０２、ＹＥＳ）の第４の映像変換制御は、以下の通りである。
【００４８】
　コントローラ１１が、映像処理モジュール１３に対して入力される入力映像信号が３Ｄ
映像信号（３Ｄ映像形式）であることを検出し（ＳＴ１３１、ＹＥＳ）、さらに、映像再
生装置２の２Ｄ変換処理モジュール２３２による２Ｄ変換処理が設定されていることを検
出した場合には（ＳＴ１３２、ＹＥＳ）、コントローラ１１は、映像再生装置２（入力映
像信号の供給元の装置）に対して、インターフェース１２を介して、２Ｄ変換処理の停止
（キャンセル）を指示し（ＳＴ１３３）、さらに、２Ｄ変換の指示を有効と判定し、映像
処理モジュール１３に対して２Ｄ変換を指示する。
【００４９】
　又は、コントローラ１１が、映像処理モジュール１３に対して入力される入力映像信号
が２Ｄ映像信号（２Ｄ映像形式）であることを検出し、しかもその２Ｄ映像信号が映像再
生装置２の２Ｄ変換処理モジュール２３２により２Ｄ変換された映像信号であることを検
出した場合には、コントローラ１１は、映像再生装置２（入力映像信号の供給元の装置）
に対して、インターフェース１２を介して、２Ｄ変換処理の停止（キャンセル）を指示し
、さらに、２Ｄ変換の指示を有効と判定し、映像処理モジュール１３に対して２Ｄ変換を
指示する。
【００５０】
　映像再生装置２のコントローラ２１は、インターフェース２２を介して、キャンセルの
指示を受信し、２Ｄ変換処理モジュール２３２に対して２Ｄ変換処理のキャンセルを指示
する。これに対応して、映像処理モジュール２３は、オリジナル映像信号（３Ｄ映像信号
）を出力する。つまり、映像表示装置１は、インターフェース１２を介して、オリジナル
映像信号（３Ｄ映像信号）を受信し、映像処理モジュール１３は、オリジナル映像信号（
３Ｄ映像信号）を受信することができる。また、映像処理モジュール１３は、コントロー
ラ１１からの２Ｄ変換の指示を受けており、２Ｄ変換処理モジュール１３２は、オリジナ
ル映像信号（３Ｄ映像信号）を２Ｄ映像信号に変換して出力し（ＳＴ１３４）、液晶パネ
ル１９は、変換された２Ｄ映像信号に基づく２Ｄ映像を表示する（ＳＴ１３５）。
【００５１】
　また、コントローラ１１が、映像処理モジュール１３に対して入力される入力映像信号
が２Ｄ映像信号（２Ｄ映像形式）であることを検出し（ＳＴ１４１、ＹＥＳ）、さらに、
映像再生装置２の３Ｄ変換処理モジュール２３１による３Ｄ変換処理が設定されているこ
とを検出した場合には（ＳＴ１４２、ＹＥＳ）、コントローラ１１は、映像再生装置２（
入力映像信号の供給元の装置）に対して、インターフェース１２を介して、３Ｄ変換処理
の停止（キャンセル）を指示し（ＳＴ１４３）、さらに、２Ｄ変換の指示を無効と判定し
、映像処理モジュール１３に対して２Ｄ変換を指示しない。
【００５２】
　又は、コントローラ１１が、映像処理モジュール１３に対して入力される入力映像信号
が３Ｄ映像信号（３Ｄ映像形式）であることを検出し、しかもその３Ｄ映像信号が映像再
生装置２の３Ｄ変換処理モジュール２３２により３Ｄ変換された映像信号であることを検
出した場合には、コントローラ１１は、映像再生装置２（入力映像信号の供給元の装置）
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に対して、インターフェース１２を介して、３Ｄ変換処理の停止（キャンセル）を指示し
、さらに、２Ｄ変換の指示を無効と判定し、映像処理モジュール１３に対して２Ｄ変換を
指示しない。
【００５３】
　映像再生装置２のコントローラ２１は、インターフェース２２を介して、キャンセルの
指示を受信し、３Ｄ変換処理モジュール２３１に対して３Ｄ変換処理のキャンセルを指示
する。これに対応して、映像処理モジュール２３は、オリジナル映像信号（２Ｄ映像信号
）を出力する。つまり、映像表示装置１は、インターフェース１２を介して、オリジナル
映像信号（２Ｄ映像信号）を受信し、映像処理モジュール１３は、オリジナル映像信号（
２Ｄ映像信号）を受信することができる。また、映像処理モジュール１３は、コントロー
ラ１１からの２Ｄ変換の指示を受けていないため、映像処理モジュール１３は、入力映像
信号をそのまま出力し、液晶パネル１９は、入力映像信号に基づく映像を表示する（ＳＴ
１４５）。この場合、コントローラ１１は、入力映像信号が２Ｄ映像信号であるために、
２Ｄ変換の指示をキャンセルし、入力映像信号をそのまま表示することを示す案内情報を
出力するように制御することもできる。
【００５４】
　（５）入力映像信号の種別判定は、以下の通りである。
【００５５】
　コントローラ１１は、入力映像信号を含む入力映像データの中の属性情報（ヘッダ部の
属性情報）に基づき、入力映像信号が３Ｄ映像信号（３Ｄ映像形式）又は２Ｄ映像信号（
２Ｄ映像形式）の何れに該当するかを検出することができる。或いは、映像処理モジュー
ルが、入力映像信号のフレーム構成等を解析し、入力映像信号が３Ｄ映像信号（３Ｄ映像
形式）又は２Ｄ映像信号（２Ｄ映像形式）の何れに該当するかを検出することができる。
例えば、入力映像信号の解析結果から、入力映像信号の出力形式が、入力映像信号を構成
する偶数フレームと奇数フレームの映像を比較して、偶数フレームと奇数フレームの映像
を右目用、左目用に交互に出力する形式となっていることが判明した場合、入力映像信号
を３Ｄ映像信号（３Ｄ映像形式）に該当すると判定することができる。
【００５６】
　また、コントローラ１１は、入力映像信号を含む入力映像データの中の属性情報（ヘッ
ダ部の属性情報）に基づき、入力映像信号が、映像再生装置２等の機器で３Ｄ変換された
３Ｄ映像信号又は映像再生装置２等の機器で２Ｄ変換された２Ｄ映像信号の何れに該当す
るかを検出することができる。
【００５７】
　以上により、映像表示装置１は、状況に応じて映像変換を適切に制御することができる
。例えば、映像表示装置１は、３Ｄ変換が指示されても、入力映像信号が３Ｄ映像信号（
３Ｄ映像形式）である場合には、３Ｄ変換の指示を無効と判定する。これにより、３Ｄ映
像信号がさらに３Ｄ変換されてしまうのを防止することができる。
【００５８】
　また、映像表示装置１は、入力映像信号が映像再生装置２により３Ｄ変換処理された３
Ｄ映像信号（３Ｄ映像形式）である場合、又は入力映像信号が映像再生装置２により３Ｄ
変換処理されようとしている場合には、３Ｄ変換の指示に対応して、映像再生装置２に３
Ｄ変換処理の停止を指示し、その上で、上記３Ｄ変換の指示を有効と判定する（つまり３
Ｄ変換処理モジュール１３１による３Ｄ変換処理を有効と判定する）。これにより、映像
再生装置２から供給される３Ｄ映像信号が、映像表示装置１の３Ｄ変換処理モジュール１
３１により、さらに３Ｄ変換されてしまうのを防止することができる。
【００５９】
　なお、映像表示装置１は、３Ｄ変換処理モジュール１３１の３Ｄ変換処理能力（以下、
自身の３Ｄ変換処理能力）と、３Ｄ変換処理モジュール２３１の３Ｄ変換処理能力（以下
、相手の３Ｄ変換処理能力）とを比較し、自身の３Ｄ変換処理能力が相手の３Ｄ変換処理
能力より優れていると判断した場合、３Ｄ変換の指示に対応して、上記したように、映像
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再生装置２に３Ｄ変換処理の停止を指示し、その上で、上記３Ｄ変換の指示を有効と判定
するようにしてもよい。
【００６０】
　また、映像表示装置１は、自身の３Ｄ変換処理能力が相手の３Ｄ変換処理能力より劣る
と判断した場合、３Ｄ変換の指示に対応して、映像再生装置２に３Ｄ変換処理の実行を指
示し、その上で、上記３Ｄ変換の指示を無効と判定するようにしてもよい。
【００６１】
　上記と同様に、映像表示装置１は、２Ｄ変換が指示されても、入力映像信号が２Ｄ映像
信号（２Ｄ映像形式）である場合には、２Ｄ変換の指示を無効と判定する。これにより、
２Ｄ映像信号がさらに２Ｄ変換されてしまうのを防止することができる。
【００６２】
　（第２の実施形態）
　３Ｄテレビの飛躍的な普及に伴い、今後、コンテンツプロバイダーが販売するパッケー
ジメディア（セルビデオ）として、同一コンテンツで２Ｄ映像用のパッケージメデイアと
、３Ｄ映像用のパッケージメディアが並行して販売されることが予想される。
【００６３】
　２Ｄ映像用のパッケージメデイアの２Ｄ映像を３Ｄ映像へ変換した場合、画質が低下す
ることがあり、２Ｄ映像用のパッケージメデイアの２Ｄ映像は、２Ｄ映像のまま再生する
ことが適切な場合がある。或いは、コンテンツプロバイダーが用意したオリジナルの２Ｄ
映像をそのまま再生することが適切な場合がある。
【００６４】
　同様に、３Ｄ映像用のパッケージメデイアの３Ｄ映像を２Ｄ映像へ変換した場合、画質
が低下することがあり、３Ｄ映像用のパッケージメデイアの３Ｄ映像は、３Ｄ映像のまま
再生することが適切な場合がある。或いは、コンテンツプロバイダーが用意したオリジナ
ルの３Ｄ映像をそのまま再生することが適切な場合がある。
【００６５】
　従来、このように２Ｄ映像用及び３Ｄ映像用のパッケージメデイアが販売されることは
想定されてなく、また、２Ｄ－３Ｄ変換技術の実用化により２Ｄ映像用のパッケージメデ
イアの２Ｄ映像が３Ｄ映像に変換されたり、３Ｄ映像用のパッケージメデイアの３Ｄ映像
が２Ｄ映像に変換されたりすることは想定されていない。つまり、２Ｄ映像用のパッケー
ジメデイア及び３Ｄ映像用のパッケージメディアを適切に再生するための映像変換制御は
検討されていない。
【００６６】
　以下、２Ｄ映像用のパッケージメデイア及び３Ｄ映像用のパッケージメディアを適切に
再生するための第５～第６の映像変換制御について説明する（図６、図７参照）。
【００６７】
　（１）映像表示装置１の３Ｄ変換キー１４１により３Ｄ変換が指示された場合（ＳＴ２
０１、ＹＥＳ）の第５の映像変換制御は、以下の通りである。
【００６８】
　コントローラ１１が、映像処理モジュール１３に対して入力される入力映像信号が２Ｄ
変換処理されていないオリジナルの２Ｄ映像信号（２Ｄ映像形式）であることを検出した
場合には、３Ｄ変換の指示を有効と判定し、映像処理モジュール１３に対して３Ｄ変換を
指示する。例えば、コントローラ１１が、入力映像信号がパッケージメディア（販売用）
のオリジナルの２Ｄ映像信号（２Ｄ映像形式）であることを検出した場合（ＳＴ２１１、
ＹＥＳ）、又は入力映像信号が非パッケージメディア（非販売用）の２Ｄ変換処理されて
いないオリジナルの２Ｄ映像信号（２Ｄ映像形式）であることを検出した場合には（ＳＴ
２２１、ＹＥＳ）（ＳＴ２２２、ＮＯ）、３Ｄ変換の指示を有効と判定し、映像処理モジ
ュール１３に対して３Ｄ変換を指示する。
【００６９】
　これにより、映像処理モジュール１３の３Ｄ変換処理モジュール１３１は、入力映像信
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号を３Ｄ映像信号に変換して出力し（ＳＴ２１３、ＳＴ２３３）、液晶パネル１９は、変
換された３Ｄ映像信号に基づく３Ｄ映像を表示する（ＳＴ２１４、ＳＴ２３４）。つまり
、コントローラ１１は、ソース映像が２Ｄ変換処理されていないオリジナルの２Ｄコンテ
ンツに該当することを検出した場合には、３Ｄ変換の指示を有効と判定する。なお、コン
トローラ１１は、入力映像信号が著作権保護された２Ｄ映像信号であることを検出した場
合に、この入力映像信号をパッケージメディアの２Ｄ映像信号と判断することもできる。
【００７０】
　或いは、コントローラ１１が、映像処理モジュール１３に対して入力される入力映像信
号が２Ｄ変換処理された非オリジナルの２Ｄ変換済み映像信号（２Ｄ映像形式）であるこ
とを検出した場合には（ＳＴ２２２、ＹＥＳ）、３Ｄ変換の指示を無効と判定する。又は
、コントローラ１１が、映像処理モジュール１３に対して入力される入力映像信号が３Ｄ
映像信号（３Ｄ映像形式）であることを検出した場合にも（ＳＴ２４１、ＹＥＳ）、３Ｄ
変換の指示を無効と判定する。例えば、コントローラ１１が、入力映像信号がパッケージ
メディア（販売用）の３Ｄ映像信号（３Ｄ映像形式）であることを検出した場合、入力映
像信号が非パッケージメディア（非販売用）の３Ｄ映像信号（３Ｄ映像形式）であること
を検出した場合、又は入力映像信号が３Ｄ変換された非オリジナルの３Ｄ変換済み映像信
号（３Ｄ映像形式）であることを検出した場合には、３Ｄ変換の指示を無効と判定する。
【００７１】
　これにより、映像処理モジュール１３の３Ｄ変換処理モジュール１３１は、入力映像信
号を３Ｄ映像信号に変換しない。よって、映像処理モジュール１３は、入力映像信号をそ
のまま出力し、液晶パネル１９は、入力映像信号に基づく映像を表示する（ＳＴ２２４）
（ＳＴ２４４）。なお、コントローラ１１は、入力映像信号が著作権保護された３Ｄ映像
信号であることを検出した場合に、この入力映像信号をパッケージメディアの３Ｄ映像信
号と判断することもできる。
【００７２】
　また、上記した非オリジナルの２Ｄ変換済み映像信号とは、２Ｄ変換処理モジュール１
３２により過去に２Ｄ変換された映像信号、又は２Ｄ変換処理モジュール２３２により過
去に２Ｄ変換された映像信号等である。同様に、非オリジナルの３Ｄ変換済み映像信号と
は、３Ｄ変換処理モジュール１３１により過去に３Ｄ変換された映像信号、又は３Ｄ変換
処理モジュール２３１により過去に３Ｄ変換された映像信号等である。
【００７３】
　（２）映像表示装置１の２Ｄ変換キー１４２により２Ｄ変換が指示された場合（ＳＴ２
０２、ＹＥＳ）の第６の映像変換制御は、以下の通りである。
【００７４】
　コントローラ１１が、映像処理モジュール１３に対して入力される入力映像信号が３Ｄ
変換処理されていないオリジナルの３Ｄ映像信号（３Ｄ映像形式）であることを検出した
場合には、２Ｄ変換の指示を有効と判定し、映像処理モジュール１３に対して２Ｄ変換を
指示する。例えば、コントローラ１１が、入力映像信号がパッケージメディア（販売用）
オリジナルの３Ｄ映像信号（３Ｄ映像形式）であることを検出した場合（ＳＴ１５１、Ｙ
ＥＳ）、又は入力映像信号が非パッケージメディア（非販売用）の３Ｄ変換処理されてい
ないオリジナルの３Ｄ映像信号（２Ｄ映像形式）であることを検出した場合には（ＳＴ１
６２、ＮＯ）、２Ｄ変換の指示を有効と判定し、映像処理モジュール１３に対して３Ｄ変
換を指示する。
【００７５】
　これにより、映像処理モジュール１３の２Ｄ変換処理モジュール１３２は、入力映像信
号を２Ｄ映像信号に変換して出力し（ＳＴ２５３、ＳＴ２７３）、液晶パネル１９は、変
換された２Ｄ映像信号に基づく２Ｄ映像を表示する（ＳＴ２５４、ＳＴ２７４）。つまり
、コントローラ１１は、ソース映像が３Ｄ変換処理されていないオリジナルの３Ｄコンテ
ンツに該当することを検出した場合には、２Ｄ変換の指示を有効と判定する。なお、コン
トローラ１１は、入力映像信号が著作権保護された３Ｄ映像信号であることを検出した場
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合に、この入力映像信号をパッケージメディアの３Ｄ映像信号と判断することもできる。
【００７６】
　或いは、コントローラ１１が、映像処理モジュール１３に対して入力される入力映像信
号が３Ｄ変換処理された非オリジナルの３Ｄ変換済み映像信号（３Ｄ映像形式）であるこ
とを検出した場合には（ＳＴ１６２、ＹＥＳ）、２Ｄ変換の指示を無効と判定する。又は
、コントローラ１１が、コントローラ１１が、映像処理モジュール１３に対して入力され
る入力映像信号が２Ｄ映像信号（２Ｄ映像形式）であることを検出した場合にも（ＳＴ１
８１、ＹＥＳ）、２Ｄ変換の指示を無効と判定する。例えば、コントローラ１１が、入力
映像信号がパッケージメディア（販売用）の２Ｄ映像信号（３Ｄ映像形式）であることを
検出した場合、入力映像信号が非パッケージメディア（非販売用）の２Ｄ映像信号（３Ｄ
映像形式）であることを検出した場合、又は入力映像信号が２Ｄ変換された非オリジナル
の２Ｄ変換済み映像信号（３Ｄ映像形式）であることを検出した場合には、２Ｄ変換の指
示を無効と判定する。
【００７７】
　これにより、映像処理モジュール１３の２Ｄ変換処理モジュール１３２は、入力映像信
号を２Ｄ映像信号に変換しない。よって、映像処理モジュール１３は、入力映像信号をそ
のまま出力し、液晶パネル１９は、入力映像信号に基づく映像を表示する（ＳＴ２６４）
（ＳＴ２８４）。なお、コントローラ１１は、入力映像信号が著作権保護された２Ｄ映像
信号であることを検出した場合に、この入力映像信号をパッケージメディアの２Ｄ映像信
号と判断することもできる。
【００７８】
　（３）映像表示装置１の３Ｄ変換キー１４１により３Ｄ変換が指示された場合の第１の
記録制御は、以下の通りである。
【００７９】
　コントローラ１１が、映像処理モジュール１３に対して入力される入力映像信号がパッ
ケージメディア（販売用）の２Ｄ映像信号（２Ｄ映像形式）であることを検出した場合に
は、上記説明した第５の映像変換制御により、入力映像信号は、３Ｄ映像信号に変換して
出力される（ＳＴ２２４）。この第５の映像変換制御により変換された３Ｄ映像信号は、
パッケージメディアの２Ｄ映像信号から生成されたものである。そのため、コントローラ
１１は、この３Ｄ映像信号の保存を指示しない。つまり、この３Ｄ映像信号は削除される
。
【００８０】
　また、コントローラ１１が、映像処理モジュール１３に対して入力される入力映像信号
が非パッケージメディア（非販売用）の２Ｄ変換処理されていないオリジナルの２Ｄ映像
信号（２Ｄ映像形式）であることを検出した場合には、上記説明した第５の映像変換制御
により、入力映像信号は、３Ｄ映像信号に変換して出力される（ＳＴ２３４）。この第５
の映像変換制御により変換された３Ｄ映像信号は、非パッケージメディアの２Ｄ変換処理
されていないオリジナルの２Ｄ映像信号から生成されたものである。そのため、コントロ
ーラ１１は、この３Ｄ映像信号の保存を制御し、蓄積デバイス１７は、インターフェース
１６を介して、この３Ｄ映像信号を受信し、この３Ｄ映像信号を保存する（ＳＴ２３５）
。
【００８１】
　（４）映像表示装置１の３Ｄ変換キー１４２により２Ｄ変換が指示された場合の第２の
記録制御は、以下の通りである。
【００８２】
　コントローラ１１が、映像処理モジュール１３に対して入力される入力映像信号がパッ
ケージメディア（販売用）の３Ｄ映像信号（３Ｄ映像形式）であることを検出した場合に
は、上記説明した第６の映像変換制御により、入力映像信号は、２Ｄ映像信号に変換して
出力される（ＳＴ２５４）。この第６の映像変換制御により変換された２Ｄ映像信号は、
パッケージメディアの３Ｄ映像信号から生成されたものである。そのため、コントローラ
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１１は、この２Ｄ映像信号の保存を指示しない。つまり、この２Ｄ映像信号は削除される
。
【００８３】
　また、コントローラ１１が、映像処理モジュール１３に対して入力される入力映像信号
が非パッケージメディア（非販売用）の３Ｄ変換処理されていないオリジナルの３Ｄ映像
信号（３Ｄ映像形式）であることを検出した場合には、上記説明した第６の映像変換制御
により、入力映像信号は、２Ｄ映像信号に変換して出力される（ＳＴ２７４）。この第６
の映像変換制御により変換された２Ｄ映像信号は、非パッケージメディアの３Ｄ変換処理
されていないオリジナルの３Ｄ映像信号から生成されたものである。そのため、コントロ
ーラ１１は、この２Ｄ映像信号の保存を制御し、蓄積デバイス１７は、この２Ｄ映像信号
を保存する（ＳＴ２７５）。
【００８４】
　（５）入力映像信号の種別判定は、以下の通りである。
【００８５】
　コントローラ１１は、入力映像信号を含む入力映像データの中の属性情報（ヘッダ部の
属性情報）に基づき、入力映像信号が、パッケージメディア（販売用）の３Ｄ変換処理さ
れていないオリジナルの３Ｄ映像信号（３Ｄ映像形式）、パッケージメディア（販売用）
の２Ｄ変換処理されていないオリジナルの２Ｄ映像信号（２Ｄ映像形式）、非パッケージ
メディア（非販売用）の３Ｄ変換処理されていないオリジナルの３Ｄ映像信号（２Ｄ映像
形式）、非パッケージメディア（非販売用）の２Ｄ変換処理されていないオリジナルの２
Ｄ映像信号（２Ｄ映像形式）、非パッケージメディア（非販売用）の３Ｄ変換処理された
３Ｄ変換処理済み映像信号（３Ｄ映像形式）、又は非パッケージメディア（非販売用）の
２Ｄ変換処理さされた２Ｄ変換処理済み映像信号（２Ｄ映像形式）の何れに該当するかを
検出することができる。或いは、映像処理モジュールが、入力映像信号のフレーム構成等
を解析し、入力映像信号が３Ｄ映像信号（３Ｄ映像形式）又は２Ｄ映像信号（２Ｄ映像形
式）の何れに該当するかを検出することができる。例えば、入力映像信号の解析結果から
、入力映像信号の出力形式が、入力映像信号を構成する偶数フレームと奇数フレームの映
像を比較して、偶数フレームと奇数フレームの映像を右目用、左目用に交互に出力する形
式となっていることが判明した場合、入力映像信号を３Ｄ映像信号（３Ｄ映像形式）に該
当すると判定することができる。
【００８６】
　以上により、映像表示装置１は、状況に応じて映像変換を適切に制御することができる
。例えば、映像表示装置１は、３Ｄ変換が指示されても、入力映像信号が３Ｄ映像信号（
３Ｄ映像形式）である場合には、３Ｄ変換の指示を無効と判定する。これにより、３Ｄ映
像信号がさらに３Ｄ変換されてしまうのを防止することができる。また、映像表示装置１
は、３Ｄ変換が指示されても、入力映像信号が過去に２Ｄ変換処理された２Ｄ変換済み映
像信号（２Ｄ映像形式）である場合には、３Ｄ変換の指示を無効と判定することもできる
。これにより、過去に折角２Ｄ変換処理した２Ｄ変換済み映像信号が３Ｄ変換されてしま
うのを防止することができる。
【００８７】
　なお、コントローラ１１が、過去に２Ｄ変換処理された２Ｄ変換済み映像信号を３Ｄ変
換する、又は３Ｄ変換しないを確認するための案内情報の出力を制御するようにしてもよ
い。入力部１４を介して、３Ｄ変換する旨の指示が入力されれば、コントローラ１１は、
２Ｄ変換済み映像信号の３Ｄ変換の実行を制御し、３Ｄ変換しない旨の指示が入力されれ
ば、コントローラ１１は、２Ｄ変換済み映像信号の３Ｄ変換の実行を制御しない。
【００８８】
　同様に、映像表示装置１は、２Ｄ変換が指示されても、入力映像信号が２Ｄ映像信号（
２Ｄ映像形式）である場合には、２Ｄ変換の指示を無効と判定する。これにより、２Ｄ映
像信号がさらに２Ｄ変換されてしまうのを防止することができる。また、映像表示装置１
は、２Ｄ変換が指示されても、入力映像信号が過去に３Ｄ変換処理された３Ｄ変換済み映
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像信号（３Ｄ映像形式）である場合には、２Ｄ変換の指示を無効と判定することもできる
。これにより、過去に折角３Ｄ変換処理した３Ｄ変換済み映像信号が２Ｄ変換されてしま
うのを防止することができる。
【００８９】
　なお、コントローラ１１が、過去に３Ｄ変換処理された３Ｄ変換済み映像信号を２Ｄ変
換する、又は２Ｄ変換しないを確認するための案内情報の出力を制御するようにしてもよ
い。入力部１４を介して、２Ｄ変換する旨の指示が入力されれば、コントローラ１１は、
３Ｄ変換済み映像信号の２Ｄ変換の実行を制御し、２Ｄ変換しない旨の指示が入力されれ
ば、コントローラ１１は、３Ｄ変換済み映像信号の２Ｄ変換の実行を制御しない。
【００９０】
　また、映像表示装置１は、著作権保護のルールを守りつつ、変換された２Ｄ映像信号又
は３Ｄ映像信号を有効活用することができる。例えば、映像表示装置１は、非パッケージ
メディア（非販売用）の２Ｄ映像信号を３Ｄ映像信号へ変換した場合、この３Ｄ映像信号
を保存するように制御する。その後、コントローラ１１が、非パッケージメディア（非販
売用）の２Ｄ映像信号を３Ｄ映像信号へ変換する指示を検出した場合であって、且つ、非
パッケージメディア（非販売用）の２Ｄ映像信号に対応した３Ｄ映像信号が保存済みの場
合には、コントローラ１１は、３Ｄ映像信号への変換指示に対応して、保存された３Ｄ映
像信号を読み出し、再生することもできる。
【００９１】
　同様に、映像表示装置１は、非パッケージメディア（非販売用）の３Ｄ映像信号を２Ｄ
映像信号へ変換した場合、この２Ｄ映像信号を保存するように制御する。その後、コント
ローラ１１が、非パッケージメディア（非販売用）の３Ｄ映像信号を２Ｄ映像信号へ変換
する指示を検出した場合であって、且つ、非パッケージメディア（非販売用）の３Ｄ映像
信号に対応した２Ｄ映像信号が保存済みの場合には、コントローラ１１は、２Ｄ映像信号
への変換指示に対応して、保存された２Ｄ映像信号を読み出し、再生することもできる。
【００９２】
　（第３の実施形態）
　なお、上記した第１～第６の映像変換制御では、ゲームコンテンツの扱いについて説明
していないが、映像表示装置１が、ゲームコンテンツを以下のように扱うようにしてもよ
い。
【００９３】
　（１）映像表示装置１の３Ｄ変換キー１４１により３Ｄ変換が指示された場合の第７の
映像変換制御は、以下の通りである。
【００９４】
　コントローラ１１が、映像処理モジュール１３に対して入力される入力映像信号がゲー
ムコンテンツの２Ｄ映像信号であることを検出した場合には、３Ｄ変換の指示を有効と判
定し、映像処理モジュール１３に対してゲームコンテンツ用の３Ｄ変換を指示する。ゲー
ムコンテンツは、映像を立体的に表示するための奥行き情報を有する。３Ｄ変換処理モジ
ュール１３１は、この奥行き情報に基づきゲームコンテンツ用の３Ｄ変換（第１のアルゴ
リズムの３Ｄ変換）を実行し、ゲームコンテンツの２Ｄ映像信号を３Ｄ映像信号へ変換し
出力する。
【００９５】
　コントローラ１１が、映像処理モジュール１３に対して入力される入力映像信号が非ゲ
ームコンテンツの２Ｄ映像信号であることを検出した場合には、３Ｄ変換の指示を有効と
判定し、映像処理モジュール１３に対して非ゲームコンテンツ用の３Ｄ変換を指示する。
３Ｄ変換処理モジュール１３１は、非ゲームコンテンツ用の３Ｄ変換（第２のアルゴリズ
ムの３Ｄ変換）を実行し、非ゲームコンテンツの２Ｄ映像信号を３Ｄ映像信号へ変換し出
力する。
【００９６】
　（２）映像表示装置１の３Ｄ変換キー１４１により２Ｄ変換が指示された場合の第８の
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映像変換制御は、以下の通りである。
【００９７】
　コントローラ１１が、映像処理モジュール１３に対して入力される入力映像信号がゲー
ムコンテンツの３Ｄ映像信号であることを検出した場合には、２Ｄ変換の指示を有効と判
定し、映像処理モジュール１３に対してゲームコンテンツ用の２Ｄ変換を指示する。ゲー
ムコンテンツは、映像を立体的に表示するための奥行き情報を有する。２Ｄ変換処理モジ
ュール１３２は、この奥行き情報に基づきゲームコンテンツ用の２Ｄ変換（第１のアルゴ
リズムの２Ｄ変換）を実行し、ゲームコンテンツの３Ｄ映像信号を２Ｄ映像信号へ変換し
出力する。
【００９８】
　コントローラ１１が、映像処理モジュール１３に対して入力される入力映像信号が非ゲ
ームコンテンツの３Ｄ映像信号であることを検出した場合には、２Ｄ変換の指示を有効と
判定し、映像処理モジュール１３に対して非ゲームコンテンツ用の２Ｄ変換を指示する。
２Ｄ変換処理モジュール１３２は、非ゲームコンテンツ用の２Ｄ変換（第２のアルゴリズ
ムの２Ｄ変換）を実行し、非ゲームコンテンツの３Ｄ映像信号を２Ｄ映像信号へ変換し出
力する。
【００９９】
　なお、上記説明した第１～第３の実施形態に記載の３Ｄ映像は、例えば、時分割方式に
より表示される。時分割方式とは、アクティブ方式の液晶シャッターメガネと高速駆動デ
ィスプレイとを組み合わせて、３Ｄ映像を表示又は見せる方式である。
【０１００】
　つまり、映像表示装置１は、時分割方式に対応した３Ｄ映像を表示することができる。
即ち、映像処理モジュール１３は、右目用、左目用の映像を１フレームごとに切り換えて
出力し、これに対応し、液晶パネル１９（高速駆動ディスプレイ）は、右目用、左目用の
映像を１フレームごとに切り換えて表示する。
【０１０１】
　ユーザは、アクティブ方式の液晶シャッターメガネをかけて、３Ｄ映像を視ることがで
きる。つまり、液晶シャッターメガネは、１フレームごとの右目用、左目用の映像切り換
えに対応して、右目用のシャッターと左目用のシャッターとを交互に閉ざして、右目には
右目用の映像、左目には左目の映像を見せる。
【０１０２】
　上記では、時分割方式による３Ｄ映像表示の一例について説明したが、その他の３Ｄ表
示方式を適用することも可能であり、例えば、裸眼で見ることができる３Ｄ映像の表示方
式を適用することも可能である。
【０１０３】
　なお、上記したモジュールとは、ハードウェアで実現するものであっても良いし、ＣＰ
Ｕ等を使ってソフトウェアで実現するものであってもよい。
【０１０４】
　なお、本願発明は、上記実施形態に限定されるものではなく、実施段階ではその要旨を
逸脱しない範囲で種々に変形することが可能である。また、各実施形態は可能な限り適宜
組み合わせて実施してもよく、その場合組み合わせた効果が得られる。更に、上記実施形
態には種々の段階の発明が含まれており、開示される複数の構成要件における適当な組み
合わせにより種々の発明が抽出され得る。例えば、実施形態に示される全構成要件からい
くつかの構成要件が削除されても、発明が解決しようとする課題の欄で述べた課題が解決
できる場合には、この構成要件が削除された構成が発明として抽出され得る。
【０１０５】
　以下、本出願の原出願の分割直前の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
【０１０６】
［１］
　入力映像を３Ｄ映像へ変換するための３Ｄ変換を指示する３Ｄ変換指示手段と、
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　前記入力映像の種別に基づき、前記３Ｄ変換の指示の有効又は無効を判定する判定手段
と、
　前記３Ｄ変換の指示の有効判定に基づき、前記３Ｄ変換の指示に対応して前記入力映像
を前記３Ｄ映像へ変換する変換手段と、
　を備え、
　前記判定手段は、前記入力映像が前記３Ｄ映像から前記２Ｄ映像へ変換された２Ｄ変換
処理済み映像に該当すると判定した場合、前記３Ｄ変換の指示を無効と判定する映像変換
装置。
【０１０７】
［２］
　前記３Ｄ映像を出力する出力手段を備えた［１］に記載の映像変換装置。
【０１０８】
［３］
　前記判定手段は、前記入力映像を販売用の前記２Ｄ映像形式と判定した場合、前記３Ｄ
変換の指示を有効と判定し、
　前記変換手段は、前記３Ｄ変換の指示の有効判定に基づき、前記３Ｄ変換の指示に対応
して前記入力映像を前記３Ｄ映像へ変換し、
　前記出力手段は、前記３Ｄ映像を出力する［２］に記載の映像変換装置。
【０１０９】
［４］
　前記変換手段により変換された前記３Ｄ映像を記録するように制御する記録制御手段を
備えた［１］に記載の映像変換装置。
【０１１０】
［５］
　前記判定手段は、前記入力映像を非販売用の前記２Ｄ映像形式と判定した場合、前記３
Ｄ変換の指示を有効と判定し、
　前記変換手段は、前記３Ｄ変換の指示の有効判定に基づき、前記３Ｄ変換の指示に対応
して前記入力映像を前記３Ｄ映像へ変換し、
　前記出力手段は、前記３Ｄ映像を出力し、
　前記記録制御手段は、前記変換手段により変換された前記３Ｄ映像を記録するように制
御する［４］に記載の映像変換装置。
【０１１１】
［６］
　前記出力手段は、前記３Ｄ変換の指示の無効判定に基づき、前記３Ｄ変換の指示に対応
して前記入力映像を出力する［２］に記載の映像変換装置。
【０１１２】
［７］
　前記出力手段は、前記入力映像が前記２Ｄ変換処理済み映像に該当することを示す案内
情報を出力する［６］に記載の映像変換装置。
【０１１３】
［８］
　前記入力映像を前記２Ｄ映像へ変換するための２Ｄ変換を指示する２Ｄ変換指示手段を
備え、
　前記判定手段は、前記入力映像の種別に基づき、前記２Ｄ変換の指示の有効又は無効を
判定し、
　前記変換手段は、前記２Ｄ変換の指示の有効判定に基づき、前記２Ｄ変換の指示に対応
して前記入力映像を前記２Ｄ映像へ変換する［１］に記載の映像変換装置。
【０１１４】
［９］
　前記２Ｄ映像を出力する出力手段を備えた［８］に記載の映像変換装置。
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［１０］
　前記判定手段は、前記入力映像を販売用の前記３Ｄ映像形式と判定した場合、前記２Ｄ
変換の指示を有効と判定し、
　前記変換手段は、前記２Ｄ変換の指示の有効判定に基づき、前記２Ｄ変換の指示に対応
して前記入力映像を前記２Ｄ映像へ変換し、
　前記出力手段は、前記２Ｄ映像を出力する［９］に記載の映像変換装置。
【０１１６】
［１１］
　前記変換手段により変換された前記２Ｄ映像を記録するように制御する記録制御手段を
備えた［９］に記載の映像変換装置。
【０１１７】
［１２］
　前記判定手段は、前記入力映像を非販売用の前記３Ｄ映像形式と判定した場合、前記２
Ｄ変換の指示を有効と判定し、
　前記変換手段は、前記２Ｄ変換の指示の有効判定に基づき、前記２Ｄ変換の指示に対応
して前記入力映像を前記２Ｄ映像へ変換し、
　前記出力手段は、前記２Ｄ映像を出力し、
　前記記録制御手段は、前記変換手段により変換された前記２Ｄ映像を記録するように制
御する［１１］に記載の映像変換装置。
【０１１８】
［１３］
　前記判定手段は、前記入力映像が前記２Ｄ映像から前記３Ｄ映像へ変換された３Ｄ変換
処理済み映像に該当すると判定した場合、前記２Ｄ変換の指示を無効と判定し、
　前記出力手段は、前記２Ｄ変換の指示の無効判定に基づき、前記２Ｄ変換の指示に対応
して前記入力映像を出力する［９］に記載の映像変換装置。
【０１１９】
［１４］
　前記出力手段は、前記入力映像が前記３Ｄ変換処理済み映像に該当することを示す案内
情報を出力する［１３］に記載の映像変換装置。
【０１２０】
［１５］
　入力映像の種別に基づき、前記入力映像を３Ｄ映像へ変換するための３Ｄ変換の指示の
有効又は無効を判定し、前記入力映像が前記３Ｄ映像から前記２Ｄ映像へ変換された２Ｄ
変換処理済み映像に該当すると判定した場合、前記３Ｄ変換の指示を無効と判定し、
　前記３Ｄ変換の指示の有効判定に基づき、前記３Ｄ変換の指示に対応して前記入力映像
を前記３Ｄ映像へ変換する映像変換方法。
【符号の説明】
【０１２１】
１…映像表示装置、１１…コントローラ、１２…インターフェース、１３…映像処理モジ
ュール、１４…入力部、１５…信号受信部、１６…インターフェース、１７…蓄積デバイ
ス、１８…チューナー、１９…液晶パネル、２…映像再生装置、２１…コントローラ、２
２…インターフェース、２３…映像処理モジュール、２４…入力部、２５…信号受信部、
２６…インターフェース、２７…蓄積デバイス、２８…チューナー
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